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トやベースプレートなどのひずみの影響を明らかにし，柱脚固定度が Bi 一 1i near 型の折線で近似的
にあらわせる乙とを示している。
(2) 軸力と曲げモーメントをうける鉄筋コンクリート根巻き住脚部の構成要素の応力・歪性状を明らか
にするとともに，各部寸法や補強鉄筋量と終局耐力の関係を整理して設計に有用な終局耐力式を導き，
この形式の柱脚部の設計に対する具体的な指針を提示している。
(3) 軸力と曲げモーメントをうける鉄骨鉄筋コンクリート柱脚部について，応力伝達の機構を分析する
とともに，ベースプレート厚，アンカーボルト径，補強鉄筋量，ハンチ勾配などと変形性状との関連
性を明らかにし，降伏耐力・終局耐力の算定式を導き，設計指針を示している。
(4) 理論的・実験的lζ求めた鉄骨柱脚部の回転特性を骨組の解法に導入して，柱脚部の変形を考慮した
鉄骨骨組の応力解法を導き，また，その手法が固定モーメント法や D値法にも容易に適用できること
を示している。
以上のように本論文は，鉄骨構造および鉄骨鉄筋コンクリート構造の柱脚部について，その力学性状
に関する多くの知見を提供するとともに，合理的な設計式を導き，有用な設計指針を示したもので，建
築工学上寄与すると乙ろが大きい。
よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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